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●本会議の傍聴 

●本会議場の団体見学 

●委員会のモニター視聴 

●点字・テープ版のお知らせ 

平成22（2010）年10月 

●総額116億7,100万円の補正予算を可決　 
●各常任委員会で「事業成果の検証」を実施 
●「地方財政の充実を求める意見書」などを可決 

●総額116億7,100万円の補正予算を可決　 
●各常任委員会で「事業成果の検証」を実施 
●「地方財政の充実を求める意見書」などを可決 

三景園（三原市本郷町）　豊かな自然の中でスポーツやレジャーを楽しめる中央森林公園に設けられた日本庭園（県の施設）。毎年11月に「もみじまつり」が実施されます（今年は11月6日から23日まで）。 

● 平成22年度補正予算 … 
● 平成21年度決算 ……… 
● 条例案 …………………… 
● 人事案件 ………………… 
● その他の議案 ………… 
● 意見書案 ………………… 

一般会計2件、特別会計1件 
一般会計・特別会計1件、企業会計1件 
広島県港湾施設管理条例の一部を改正する条例1件 
広島県教育委員会委員の任命の同意についてなど3件 
財産の取得についてなど3件 
地方財政の充実を求める意見書など7件 

可決 
継続審査 

可決 
同意 
承認 可決 
可決 

（平成22年9月21日～10月6日） 

　7月12日から16日にかけて県内各地を襲った豪雨災害による災害復旧事
業や被災者支援を緊急に実施するため、7月30日に臨時県議会を開催しました。 
　本会議では2人の議員が質疑を行うなど、「平成22年度広島県一般会計補
正予算」について審議を行い、原案のとおり可決しました。 

◆7月補正予算内訳◆ 
被災者支援等 2．02億円 
災害復旧事業等 74．42億円 
災害関連事業 35．00億円 

●平成22年度広島県補正予算を可決 
7月補正予算に引き続き、7月12日からの豪雨による災害に対する被災者支援対策や災害関連事業の
ほか、国の経済対策を活用し、さらなる「緊急経済・雇用対策」を実施するため、総額116億7,100万
円の補正予算（一般会計及び特別会計）を可決しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●広島県港湾施設管理条例の一部を改正する条例を可決 
高速道路の通行料金の引き下げに伴い深刻な影響を受けている一般旅客定期航路事業に係る航路の維
持を図るため、平成22年9月まで免除するとしていた一般旅客定期航路の係船料について、現行の高
速道路料金割引制度が継続される平成23年3月31日まで延長するための条例改正案を可決しました。 

●財産の取得について（その他の議案）を可決 
交通信号灯器の視認性向上による交通事故防止や二酸化炭素の排出量削減による地球温暖化防止に
寄与するため、県内企業が開発した交通信号灯器用の新型LED電球（19,663個）を買い入れるため
の議案を可決しました。 

　
広
島
県
議
会
は
、
九
月
定
例
会
を
九
月

二
十
一
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
十
六
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
二
年
度

広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県

港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」、「
地
方
財
政
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
な
ど
の
十
九
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
九
月
三
十
日
に
設
置
し
た
決

算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審
査
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
平
成
二
十
一
年
度
決

算
認
定
」
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
災
害
復
旧
や
防
災

対
策
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
、
緊
急
経
済
・

雇
用
対
策
、
交
通
対
策
や
医
療
・
福
祉
対
策
、

教
育
施
策
、
観
光
振
興
や
農
業
問
題
な
ど
の

県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
十
二
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付

託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調

査
を
行
っ
た
ほ
か
、
知
事
が
実
施
し
た
事
業

仕
分
け
の
対
象
事
業
の
成
果
を
検
証
す
る

た
め
、
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

10月 1日、 4日 
各常任委員会 
［付託議案審査、事業成果の検証など］ 

10月 5日 決算特別委員会 

9月22日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

9月27日～30日 本会議　［一般質問など］ 

9月21日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

10月 6日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

10月1日開催 

【災害対応】8.19億円  （被災者支援対策、災害関連事業、危険箇所の緊急点検） 
【緊急経済・雇用対策】65.35億円 

【その他】 
新たな経済成長への挑戦、安心な暮らしづくりへの挑戦、豊かな地域づくりへの挑戦、広島県緊急
雇用対策基金の積み増しなど 

雇用機会の創出 

地域生活基盤の整備 

市町の緊急雇用対策事業への支援、一般公募による雇用創出事業の実施など 

生活安全施設の緊急補修、県立学校施設の耐震化の促進など 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 



平成22（2010）年10月31日 

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、9月27日から30日までの4日
間にわたって12人の議員が一般質問を行い、
災害復旧や防災対策など安全・安心の確保、
緊急経済・雇用対策、交通対策や医療・福祉
対策、教育施策、観光振興や農業問題などの
県政が直面する様々な課題について、県民の
視点に立った論議を展開しました。 

海田町日の出町
から廿日市

市地御前までの総
延長23.3

㎞が計画区間で、
広島高速3

号線として、南区
仁保から中

区吉島までが開通
。平成25

年度に吉島と西
区観音の間

が完成予定。 

問 
わ
が
国
経
済
は
、徐
々
に
回
復
の

兆
し
を
見
せ
て
い
る
が
、
中
小
・

零
細
企
業
は
、深
刻
な
行
き
詰
ま
り
の
中

に
あ
る
。
知
事
は
、現
在
の
閉
塞
感
を
払

拭
し
、新
た
な
経
済
成
長
に
向
け
て
需
要

と
投
資
、雇
用
を
創
り
出
す
た
め
に
ど
の

よ
う
な
政
策
に
力
点
を
置
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
 

新
た
な
経
済
成
長
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
 

答 
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化
、ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
新
興
国
の
経
済
成
長
の
取

り
込
み
、需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る

成
長
産
業
の
育
成
を
政
策
の
基
軸
に
す

え
て
、魅
力
の
あ
る
雇
用
の
創
出
と
強

固
な
経
済
基
盤
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。 

問 
来
年
度
、尾
道
市
を
中
心
と
す
る

地
域
で
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
る
が
、こ
れ
を
一
過
性
の
一
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

は
、県
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、

県
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
を
促
す
よ

う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
支

援
の
あ
り
方
と
戦
略
的
な
観
光
振
興
の

実
施
に
つ
い
て
、所
見
を
伺
う
。
 

海
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
伴
う
県
の
支
援
 

答 
「
海
フ
ェ
ス
タ
」は
、瀬
戸
内
海
の

魅
力
を
県
内
外
の
多
く
の
方
々

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
て
い
る
。県
と
し
て
も
様
々
な
側

面
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
、「
海
フェス
タ
」

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、瀬
戸
内
海
の
さ

ら
な
る
魅
力
の
向
上
に
努
め
る
。 

問 
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
尾
道

大
橋
が
無
料
化
さ
れ
る
が
、延
伸

部
を
経
由
し
て
通
行
し
た
場
合
、こ
れ
ま

で
と
同
額
の
料
金
が
徴
収
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、こ
の
こ
と
に
よ
り
迂
回

道
路
の
渋
滞
や
住
環
境
の
悪
化
が
予
測

さ
れ
て
い
る
が
、無
料
化
に
向
け
た
関
係

機
関
と
の
協
議
状
況
と
予
測
さ
れ
る
渋

滞
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
 

尾
道
大
橋
延
伸
部
の
無
料
化
 

答 
現
在
、延
伸
部
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、国
や
本
四
高
速
等
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、引
き
続
き
、尾
道
市
と

も
連
携
し
な
が
ら
協
議
を
行
う
。ま
た
、

尾
道
大
橋
無
料
化
後
の
交
通
対
策
に
つ

い
て
も
、引
き
続
き
、国
や
尾
道
市
、本

四
高
速
等
と
協
議
し
て
い
く
。 

問 
五
日
市
地
区
の
広
島
南
道
路
は

二
車
線
の
供
用
で
あ
る
た
め
、慢

性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
平
成

二
十
五
年
度
に
広
島
高
速
三
号
線
が
太
田

川
放
水
路
渡
河
部
西
側
ま
で
延
伸
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、さ
ら
に
渋
滞
が
ひ
ど
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、四
車
線
化
の
早

期
実
現
に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
伺
う
。
 

広
島
南
道
路
五
日
市
地
区
の
四
車
線
化
 

答 
広
島
港
の
東
西
を
結
ぶ
臨
海
部

の
道
路
網
の
整
備
は
、物
流
機
能

の
強
化
や
都
市
機
能
の
向
上
、経
済
・
観

光
交
流
の
推
進
に
と
っ
て
極
め
て
緊
急

性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

五
日
市
地
区
に
お
け
る
四
車
線
化
に
つ

い
て
、今
後
速
や
か
に
国
や
関
係
機
関
と

協
議
・
調
整
を
行
い
、早
期
に
事
業
着
手

で
き
る
よ
う
、全
力
で
取
り
組
む
。 冨永健三議員  

自民刷新会議〈広島市佐伯区〉 

とみ ぞう けん なが 

問 
財
政
難
を
背
景
と
し
て
、公
共
事

業
予
算
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、県
民
を
守
る
立
場
の
県
は
、地

場
産
業
の
育
成
を
図
り
、災
害
発
生
に
備

え
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
公
共
事
業
等

に
よ
る
景
気
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
。
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
の
実
現
に
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。
 

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
 

答 
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
全
国
最

多
の
本
県
で
は
、防
災
施
設
整
備

の
必
要
性
が
極
め
て
高
い
た
め
、近
年
の

被
害
状
況
等
も
踏
ま
え
、緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。 

問 
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
効
果
が

高
い
H
i
b
ワ
ク
チ
ン
な
ど
任
意

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、費
用
対
効
果
も
あ

り
、早
急
に
公
費
負
担
制
度
の
導
入
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

ま
た
、中
山
間
地
域
に
お
け
る
医
療
確
保

の
取
り
組
み
に
対
し
て
、積
極
的
な
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

本
県
の
医
療
政
策
 

答 
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
や
費
用
対

効
果
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
が
、

財
政
負
担
も
あ
り
、制
度
の
見
直
し
も

含
め
国
に
要
望
を
行
い
、市
町
と
緊
密

に
連
携
を
図
る
。へ
き
地
医
療
拠
点
病

院
へ
の
医
師
の
重
点
配
置
や
医
師
確
保

等
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
町
へ
の
支

援
に
加
え
、「
広
島
県
地
域
医
療
推
進

機
構（
仮
称
）」の
設
置
や
大
学
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、医
療
の
確
保
を
図
る
。 

児玉　浩議員  
自民党広志会〈安芸高田市〉 

こ ひろし だま 

金口　巖議員  
民主県政会〈尾道市〉 

かな いわお くち 

問 
高
齢
化
が
進
む
本
県
の
農
業
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、農
業
後
継

者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
高
校
の
農
業

関
係
の
専
門
学
科
等
は
、農
業
を
志
す
若

い
学
生
を
育
成
し
、就
農
に
結
び
付
け
て

い
る
が
、そ
の
役
割
を
ど
う
認
識
し
、今

後
、農
業
後
継
者
の
確
保
に
向
け
、ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
 

農
業
後
継
者
の
確
保
 

答 
農
業
の
専
門
学
科
は
、地
域
産

業
を
担
う
人
材
育
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。若
い
農
業
後

継
者
の
確
保
に
は
、産
業
と
し
て
の
自
立

が
重
要
で
あ
り
、新
規
就
農
者
の
受
け

皿
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。さ
ら
に
、

農
業
高
校
と
農
業
関
係
団
体
等
が
連

携
し
た
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

等
を
目
指
し
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。 

問 
昨
今
の
急
激
な
円
高
は
、中
小
企

業
等
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、そ
の
対
策
と
し
て
金
融
支
援
等
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
、利
子
補
給
や
融
資

要
件
の
緩
和
な
ど
、中
小
企
業
の
資
金
調

達
の
円
滑
化
に
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要

と
思
う
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

中
小
企
業
へ
の
円
高
対
策
 

答 
県
内
中
小
企
業
は
、急
激
な
円

高
に
よ
り
経
営
環
境
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。現
在
、中
小
企
業
団

体
へ
の
聞
取
調
査
に
よ
る
状
況
把
握
、

相
談
窓
口
の
設
置
、県
費
預
託
融
資
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
お
り
、今
後
も
、為

替
レ
ー
ト
の
動
き
や
県
内
産
業
へ
の
影

響
を
注
視
し
、適
時
、適
切
に
対
応
す
る
。 

天満祥典議員  
自民〈三原市・世羅郡〉 

てん のり よし ま 

● 
9
月
２７
日
 

● 
9
月
２８
日
 

海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄を願う「海の日」（7月第3月曜日）の意義を再確認し、海の大切さなどの理解を深めることを目的として、昭和61年から全国 
の主要港湾都 
市で開催。 

問 
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
が
増

加
し
て
い
る
。
道
路
に
お
い
て
一

番
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
歩
行

者
で
あ
る
が
、日
本
は
自
転
車
が
安
全
に

走
行
で
き
る
道
路
の
確
保
が
欧
米
に
比

べ
少
な
く
、仕
方
な
く
歩
道
を
走
行
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
医
療
費
の
削
減

や
環
境
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
自
転
車

の
道
路
の
確
保
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
 

自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
 

答 
県
で
は
、自
転
車
専
用
道
路
の
指

定
等
は
し
て
い
な
い
が
、今
後
、国

の
モ
デ
ル
地
区
の
整
備
結
果
や
本
年
度

行
う
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
検

証
し
、よ
り
安
全
な
自
転
車
走
行
空
間

の
確
保
に
向
け
て
検
討
す
る
。 

問 
本
県
の
学
校
の
耐
震
化
率
は
、小

中
学
校
が
全
国
四
十
六
位
、公
立

高
等
学
校
が
全
国
四
十
四
位
と
低
い
状

況
に
あ
る
。
学
校
は
教
育
現
場
と
し
て
重

要
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
避
難

場
所
と
し
て
も
重
要
な
場
所
で
あ
る
が
、

な
ぜ
対
策
が
遅
れ
て
い
る
の
か
。
 

学
校
の
耐
震
化
 

答 
本
県
は
、過
去
、比
較
的
大
き
な

震
災
経
験
が
な
く
、耐
震
化
対
策

が
遅
れ
て
い
る
現
状
に
加
え
、市
町
、本

県
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
等
か
ら
、低
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。今
後
も
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、学

校
施
設
の
耐
震
化
対
策
を
喫
緊
の
課
題

と
と
ら
え
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
予
算

執
行
に
努
め
、最
大
限
の
努
力
を
行
う
。 

佐藤一直議員  
つばさ〈広島市中区〉 

さ いっちょく とう 

国土交通省が実施する全国道路・街路交通情勢調査。将来の道路整備の方向を明らかにするため、全国の道路状況、交通量、自動車運行の出発地・目的地、運行目的 
等を5年ごとに 
調査。 

県内の中小企業者等の事業用

資金を円滑に供給するため、県

が貸付原資の一部を金融機関

に預ける「預託」により、中小企

業への低利・長期の 

融資を行う制度。 

問 
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
に
資
す
る
た
め
、公
立
学
校
の

芝
生
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
、

緊
急
経
済
雇
用
対
策
と
し
て
一
億
円
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、本
年
度
か
ら
、

各
市
町
で
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
が
具

体
化
さ
れ
て
い
る
が
、執
行
率
は
半
分
に

満
た
な
い
。
今
後
、各
市
町
と
ど
の
よ
う

に
連
携
し
、事
業
を
推
進
す
る
の
か
。
 

公
立
学
校
の
校
庭
芝
生
化
 

答 
今
回
は
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、都

市
緑
化
や
環
境
学
習
の
推
進
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
な
ど
、先
導

的
で
波
及
効
果
の
高
い
事
業
を
採
択
し

た
。今
後
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果

を
他
の
市
町
や
学
校
に
広
め
、小
学
校

の
校
庭
の
芝
生
化
を
推
進
す
る
。 

問 
医
療
や
介
護
と
並
ん
で
、高
齢
者

の
買
い
物
弱
者
対
策
が
問
題
視

さ
れ
る
中
で
、十
月
か
ら
、県
内
の
三
カ

所
の
過
疎
地
域
で
実
証
実
験
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
都
市
部
で
も
同
様
の
問
題
が

生
じ
て
お
り
、高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

今
後
、特
定
の
地
域
に
限
ら
ず
、買
い
物

弱
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
 

高
齢
者
対
策
 

答 
今
回
の
実
証
実
験
は
、採
算
面

か
ら
民
間
事
業
者
の
参
入
が
困

難
な
地
域
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
。

検
証
結
果
を
全
市
町
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク

し
、課
題
や
ニ
ー
ズ
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、民
間
事
業
者
へ
の
積
極
的
な
情
報

提
供
を
行
い
、取
り
組
み
の
拡
大
を
促

進
す
る
。 

栗原俊二議員  
公明党〈広島市安佐南区〉 

くり しゅんじ はら 

スーパーの閉店や商店街の衰退、

交通手段がないなどの理由で、

日々の買い物に困る 

高齢者。経済産業省 

の推計では、全国で 

約600万人。 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

へ
い
 

し
ょ
く
 

つ
く
 

そ
く
 

ふ
っ
 

さ
ま
 
ざ
ま
 

う
 

か
い
 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

広島県  

預託  
融資  

銀行 商店 

乳幼児に重い髄膜炎などを発症させる細菌「インフルエンザ菌b型」の感染を予防するワクチン。Hibに
よる髄膜炎に
かかる子ども
は国内で年間
約600人。 



国の子育て支援
対策臨時

特例交付金を原
資として、

平成20年度末に
設置した

県の基金。この基
金を活用

し、待機児童の解
消に向け

た保育所等の 

緊急整備など 

を実施。 

離島その他の地
域住民が、

通勤や通学、通院
、買い物

など日常生活・社
会生活を

営む上で、必要
不可欠な

船舶航路。 

問 
知
事
は
、新
聞
社
が
行
っ
た
十
年

後
の
将
来
予
測
調
査
で
「
県
内
へ

の
外
国
人
観
光
客
は
倍
増
す
る
。
」
と
答

え
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
。
ま
た
、十
年
後
の
外
国

人
観
光
客
の
倍
増
に
向
け
て
、今
後
、ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
促
進
 

答 
本
県
の
外
国
人
観
光
客
は
、こ
こ

五
年
間
で
欧
米
を
中
心
に
五
割

近
く
伸
び
て
お
り
、今
後
、中
国
等
東
ア

ジ
ア
か
ら
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、戦
略
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、十

年
後
の
倍
増
は
達
成
可
能
と
考
え
て
い

る
。戦
略
の
視
点
と
し
て
は
、海
の
道
構

想
等
を
通
じ
た
近
隣
県
と
の
魅
力
の
強

化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
重
点
を
置
き
、積

極
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
推
進
す
る
。 

問 
こ
の
事
業
は
、県
の
負
担
も
大
き

く
な
い
か
ら
、地
域
全
体
で
農
地

や
土
地
改
良
施
設
等
の
適
正
な
保
全
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、集
落
法
人
化
の
す

そ
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
、担
い
手
要
件

を
廃
止
し
、よ
り
幅
広
い
地
域
を
対
象
に

実
施
で
き
る
よ
う
見
直
し
て
は
ど
う
か
。
 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
 

対
策
事
業
の
見
直
し
 

答 
本
事
業
は
、農
地
、農
業
用
施
設

等
の
地
域
資
源
を
良
好
な
状
態

で
保
全
し
、地
域
農
業
を
支
え
る
た
め

に
有
効
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
、

産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農
業
の
確
立

の
た
め
、こ
の
事
業
が
さ
ら
に
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
、国
の
制
度
改
正
も
十

分
に
見
極
め
つ
つ
、検
討
し
て
い
く
。 

問 
消
費
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
新
品

種
の
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
、産

地
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
切
り
札
に
な
る

が
、本
県
で
は
、育
種
研
究
が
片
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
い
る
。
育
種
研
究
を
重
点
研

究
分
野
に
位
置
づ
け
、積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

育
種
研
究
の
位
置
づ
け
 

答 
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、人
材
や

予
算
等
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、早
期
に
高
い
支
援
効
果
が
期
待
で
き

る
分
野
に
重
点
化
し
て
い
る
。国
の
研
究

機
関
等
と
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、

県
で
行
う
必
要
性
の
少
な
い
分
野
は
除

い
て
お
り
、原
則
と
し
て
育
種
研
究
に
つ

い
て
は
重
点
研
究
分
野
と
せ
ず
、技
術

指
導
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。 

問 
子
育
て
支
援
対
策
の
財
源
で
あ

る
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
は
、
一

部
の
事
業
を
除
き
、本
年
度
末
ま
で
の
実

施
期
限
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
終
了
後
の

財
源
確
保
が
困
難
な
状
況
の
中
で
、来
年

度
以
降
の
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

今
後
の
子
育
て
支
援
対
策
 

答 
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、充
実
し
た
施
策
と

し
て
再
構
築
す
る
た
め
、事
業
の
検
証

を
行
う
。来
年
度
以
降
も
、引
き
続
き
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
環
境
づ
く
り

に
重
点
的
に
取
り
組
み
、「
子
育
て
す
る

な
ら
わ
が
ま
ち
で
」と
県
内
外
か
ら
選

ば
れ
る
広
島
県
づ
く
り
を
進
め
る
。 窪田泰久議員  

良政未来会〈広島市南区〉 

くぼ ひさ やす た 

問 
近
年
、生
活
航
路
の
廃
止
等
が
相

次
い
で
い
る
が
、航
路
維
持
に
は

バ
ス
の
よ
う
な
手
厚
い
支
援
は
な
く
、海

と
陸
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
今
後
、

さ
ら
な
る
支
援
策
を
講
じ
る
ほ
か
、国
に

も
補
助
制
度
の
拡
充
を
要
望
す
る
な
ど
、

生
活
航
路
支
援
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

生
活
航
路
に
対
す
る
支
援
 

答 
生
活
航
路
は
、島
し
ょ
地
域
の
住

民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
移

動
手
段
で
あ
り
、県
独
自
の
補
助
制
度

や
港
湾
使
用
料
の
免
除
等
に
よ
り
支
援

し
て
き
た
。今
後
も
航
路
を
安
定
的
に

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、効
率
的
で
持

続
可
能
な
交
通
体
系
を
目
指
し
、市
町

と
連
携
し
て
新
た
な
支
援
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。 

問 
災
害
発
生
時
の
対
応
等
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
地
場
建
設
業

者
は
、公
共
事
業
の
削
減
等
に
よ
り
廃
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、そ
の
保
護
・

育
成
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
根

ざ
し
た
地
場
建
設
業
の
公
共
的
役
割
を

ど
う
評
価
し
、今
後
、保
護
・
育
成
を
ど

う
図
る
の
か
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

地
場
建
設
業
の
保
護
・
育
成
 

答 
建
設
業
は
、県
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、入
札
制
度
の
改
善
や
建
設

業
者
の
経
営
革
新
へ
の
取
り
組
み
等
に

よ
り
き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
る
。今
後

も
、地
域
の
優
良
な
建
設
業
者
の
育
成
・

強
化
を
図
る
た
め
の
、よ
り
効
果
的
な

施
策
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。 

沖井　純議員  
自民〈江田島市〉 

おき じゅん い 

　木昭夫議員  
自民刷新会議〈東広島市〉 

たか お あき き 

問 
J
R
路
線
の
高
架
化
を
実
現
す

る
広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体

交
差
事
業
は
、地
区
の
交
通
渋
滞
解
決
策

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
事
業
計
画
で

は
、鉄
道
の
本
体
工
事
は
平
成
二
十
五
年

度
に
着
工
予
定
で
あ
る
が
、事
業
の
進
捗

状
況
と
着
工
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。
 

広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
 

答 
事
業
の
進
捗
状
況
と
し
て
は
、昨

年
度
ま
で
に
用
地
面
積
の
約
八

割
を
取
得
し
、来
年
度
以
降
J
R
西
日

本
㈱
へ
詳
細
設
計
を
委
託
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。鉄
道
の
本
体
工
事
は
、

約
十
年
の
長
期
に
わ
た
り
、毎
年
多
額

の
事
業
費
を
要
す
る
た
め
、国
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、関
係
市
町
と

連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。 

問 
広
島
熊
野
道
路
は
、平
成
三
十
二

年
度
に
建
設
費
の
償
還
が
完
了

す
る
。
県
出
資
金
を
返
済
せ
ず
、本
年
度

末
に
損
失
補
填
引
当
金
を
使
っ
て
借
入

金
を
全
額
返
済
す
れ
ば
、早
期
の
無
料
開

放
が
可
能
だ
が
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
 

広
島
熊
野
道
路
の
早
期
無
料
開
放
 

答 
借
入
金
の
返
済
は
平
成
二
十
五

年
度
に
、出
資
金
の
償
還
は
平
成

三
十
二
年
度
に
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
が
、損
失
補
填
引
当
金
の
活
用
に
よ
り

早
期
の
無
料
開
放
の
実
施
は
可
能
で
あ

る
。た
だ
し
、損
失
補
填
引
当
金
は
、無

料
開
放
に
伴
う
管
理
施
設
の
撤
去
に
充

当
す
る
必
要
等
も
あ
り
、無
料
開
放
の

時
期
に
つ
い
て
は
、諸
事
情
を
見
極
め
、適

切
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

岩下智伸議員  
民主県政会〈安芸郡〉 

いわ ゆき とも した 

● 
9
月
２９
日
 一
般
質
問
（
要
旨
） 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

● 
9
月
３０
日
 

栽培植物や家畜などを人間にとってより有用な品種となるよう、既存品種の持っている遺伝的特性を目的に合わせて変えることや、そのため に新しい遺伝資源の 開発、保存等を 
行うこと。 

問 
大
阪
府
な
ど
二
府
五
県
は
、「
関

西
広
域
連
合
」
の
年
内
成
立
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
本
県
に
お
け

る
新
た
な
広
域
自
治
体
の
構
築
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。
 

新
た
な
広
域
自
治
体
の
考
え
方
 

答 
国
と
地
方
の
役
割
を
再
定
義
し
、

国
と
地
方
を
通
じ
た
権
限
と
財

源
の
最
適
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。現

在
、中
国
五
県
で
国
の
出
先
機
関
改
革

に
係
る
広
域
的
な
事
務
権
限
の
受
け
入

れ
に
係
る
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、広
域
的
な
行
政
需
要
や
圏
域

ブ
ロッ
ク
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
得
る

広
域
自
治
体
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。 

問 
県
東
部
地
域
は
、障
害
児
の
療
育

体
制
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、県
で

は
、県
立
福
山
若
草
園
の
整
備
と
発
達
障

害
児
の
療
育
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、福
山
市
は
、こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）の
建
設

に
向
け
て
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

早
期
開
設
を
目
指
し
て
県
と
の
協
議
を

求
め
て
い
る
が
、そ
の
状
況
は
ど
う
か
。
 

東
部
地
域
の
療
育
体
制
の
整
備
 

答 
こ
れ
ま
で
県
と
福
山
市
の
役
割

分
担
や
整
備
方
法
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
特
性

に
応
じ
た
整
備
方
針
な
ど
に
つ
い
て
調

整
を
行
っ
て
き
た
。今
後
と
も
、福
山
市

で
検
討
し
て
い
る
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
が
早
期
に
開
設
さ
れ
る
よ
う
、積

極
的
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

中津信義議員  
自民刷新会議〈福山市〉 

なか よし のぶ つ 

肢体不自由児、重症心身障害児（者）のための医療・福祉サービスを行う県立施設。母子通園によるリハビリや在宅障害児（者）を 
対象とした 
診療、治療、 
療育相談も 
行っている。 

問 
県
の
諸
計
画
に
基
づ
く
予
算
や

事
業
執
行
に
お
け
る
優
先
順
位

の
つ
け
方
に
つ
い
て
、県
民
起
点
の
原
則

を
踏
ま
え
、ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
の
か
、ま
た
、こ
う
し
た
意
思
決
定

の
過
程
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
県
民
に

対
す
る
「
見
え
る
化
」
を
図
り
、県
民
協

働
に
必
要
な
情
報
の
共
有
化
と
合
意
形

成
を
進
め
る
の
か
伺
う
。
 

施
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
考
え
方
 

答 
県
民
起
点
に
立
っ
た
県
政
と
は
、

将
来
の
ニ
ー
ズ
ま
で
を
見
据
え
、

県
内
の
様
々
な
主
体
の
た
め
に
真
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
対
し
て
、効
果
的
な

施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
視
点
を
も
っ
て
重
点
施
策
の
検
討

を
進
め
る
。ま
た
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
、県
の
考
え
方
等
を
示
し
、県
民

に
対
す
る「
見
え
る
化
」に
努
め
る
。 

問 
児
童
虐
待
事
案
に
対
す
る
初
動

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、警
察
を

は
じ
め
、救
急
や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の

通
報
の
受
理
体
制
及
び
日
常
か
ら
進
め

て
い
る
連
携
の
状
況
を
伺
う
。
 

児
童
虐
待
事
案
へ
の
初
動
体
制
の
確
立
 

答 
県
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

は
、虐
待
通
告
を
二
十
四
時
間

対
応
で
受
理
し
、迅
速
に
対
応
す
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。ま
た
、警
察
、医
師
会
、

す
べ
て
の
市
町
に
加
え
、民
生
・
児
童
委

員
、教
育
委
員
会
等
の
多
様
な
団
体
で

構
成
す
る「
広
島
県
児
童
虐
待
防
止
連

絡
会
議
」を
設
置
し
、連
携
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 宮　政利議員  

民主県政会〈呉市〉 

みや とし まさ 

広島熊野道路では、特別法上の

引当金として、道路事業の損失

を補填するため、毎事業年度末

に道路料金収入総額の1割に相

当する額を、 

道路事業損 

失補填引当 

金として繰り 

入れている。 

児童虐待や配偶者からの暴力

（DV）など、子どもや家庭の問

題に対応するための総合的な

相談支援機関。平成17年

7月に「児童相談

所」、「知的障害者

更正相談所」、「婦

人相談所」を統合

して開設。 

し
ん
 

ほ
 ほ

 
て
ん
 

ほ
 
て
ん
 

て
ん
 

ち
ょ
く
 

し
ん
 ち
ょ
く
 

ほ てん 

ほ てん 

ほ てん 

ぜ
い
 
じ
ゃ
く
 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

さ
ま
 
ざ
ま
 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

●本会議の傍聴●本会議の傍聴 ●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付
までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

●本会議場の団体見学●本会議場の団体見学 ●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 

●委員会のモ●委員会のモニター視聴ー視聴 ●委員会のモニター視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

●点字●点字・テープ版の版のお知お知らせ ●点字・テープ版のお知らせ 
視覚障害者の方へ「点字版」と「テープ
版（音声版）」を発行しています。ご希望
の方は県議会事務局政策調査課までご
連絡ください。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

県民福祉の向上のため、国会や関係
省庁等に提出し、その実現を図るよう
要望しました。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 
…本会議と委員会の会議録が登録されています。 会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して 

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

●総額116億7,100万円の補正予算を可決　 
●各常任委員会で「事業成果の検証」を実施 
●「地方財政の充実を求める意見書」などを可決 

●
地
方
財
政
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
 

●
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書
 

●
地
方
分
権
に
対
応
し
た
地
方
議
会
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
 

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
円
滑
な
移
行
に
関
す
る
意
見
書
 

●
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

●
抜
本
的
な
赤
潮
被
害
対
策
と
被
害
者
へ
の
救
済
措
置
を
求
め
る
意
見
書
 

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

　9月30日に、17人の委員で構成される決算特別委員会を設置しました。 
　平成21年度決算について、9月定例会閉会後、約2カ月間審査を行い、12月定例会で審査
結果が報告され、議決されます。 

　知事が9月18日から20日にかけて実施した事業仕分けの対象事業（105事業）の成果について、県民、地域における代表者
としての観点、事業目的に見合う効果が発揮されているかの観点から、議会として改めて検証するため、10月1日、4日の両日に、
各常任委員会で「事業成果の検証」を実施しました。 
　各委員会では、事業の目的や成果、事業仕分けの結果について、事業担当部局から説明を聴取した後、委員が、専門的な視点
も交え、地域の実情等を踏まえた様々な意見を述べ、活発な議論を行いました。 
　これらの意見について取りまとめを行い、議長が、今後の政策決定に反映するよう知事に提言しました。（提言内容については、
県議会ホームページでご覧いただけます。） 

離島交通対策事業（離島航路補助）、情報通信格差是正事業、ユニタール広島事務所支援
事業など11事業 
看護師等養成所運営費補助金、広島交響楽協会補助事業、県立広島病院  病院運営費（政
策医療）など30事業 
漁業経営安定対策事業（漁業共済対策赤潮特約事業）、野菜価格安定対策費、地産地消拡
大事業など16事業 
建設業経営革新支援事業、広島空港航空ネットワーク拡充事業（利用者対策事業）、ひろ
しまアダプト活動支援事業（奨励金交付事業）など10事業 
スポーツ県ひろしま推進事業、未来のトップアスリート育成事業、私学振興補助金など
17事業 
高年齢者就職支援事業、広島セールスプロモーション強化事業、交通指導費（自動車安
全運転センター負担金）など21事業 

検　　証　　事　　業 常 任 委 員 会  

本紙「ひろしま県議会だより」は、
広島県議会広報委員会において
企画・編集を行っています。 

委  員  長 吉 井 清 介  
委　　員 　 橋 雅 洋  
委　　員 沖 井 　 純  

委　　員 井 原 　 修  
委　　員 浅 野 洋 二  

委  員  長 石 橋 良 三  
委　　員 窪 田 泰 久  
委　　員 内 田 　 務  

委　　員 栗 原 俊 二  
委　　員 芝 　 　 清  
委　　員 平 田 修 己  

副委員長 児 玉 　 浩  
委　　員 福 知 基 弘  
委　　員 沖 井 　 純  

委　　員 高 山 博 州  
委　　員 中 津 信 義  
委　　員 間 所 　 了  

副委員長 中 村 道 徳  
委　　員 蔵 本 　 健  
委　　員 緒 方 直 之  

委　　員 下 原 康 充  
委　　員 大曽根哲夫 

総務委員会 
 
生活福祉保健委員会 
 
農林水産委員会 
 
建設委員会 
 
文教委員会 
 
警察・商工労働委員会 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
伴

う
新
た
な
難
視
地
区
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
来
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
確
実
に
対
応

す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
テ
レ
ビ
は
日
常

生
活
に
深
く
浸
透
し
た
最
も
身
近
な
情
報

基
盤
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
移
行
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
難
視
地
区
の
解
消
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。 

●
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、
仕
分
け
人
の

意
見
が
仕
分
け
結
果
の
取
り
ま
と
め
に
十

分
反
映
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
仕
分
け
結
果
の
公
表

に
あ
た
っ
て
は
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈人
事
評
価
制
度
等
診
断
業
務
委
託

の
趣
旨
に
つ
い
て
 

補
正
予
算
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
並
び
に
承
認
（
全
会
一
致
） 

●
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
促
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
き
め
細
か
く
精
度
の
高
い
受
診
勧

奨
を
行
う
と
と
も
に
、
職
域
で
の
取
り
組

み
の
徹
底
な
ど
、
県
民
に
直
接
訴
え
か
け

る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。 

●
県
立
中
央
森
林
公
園
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

ガ
ー
デ
ン
地
区
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
構
成
員
の
変
更
を
機
に
、

県
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
民
生
委
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
推
進
の

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
条
例
化
の
検
討
な
ど
 

10月1日開催開催 10月1日開催 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
大
規
模
野
菜
経
営
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
、

園
芸
産
地
育
成
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
十

分
な
実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
緊
急
雇
用

対
策
と
し
て
の
実
施
を
踏
ま
え
、
確
実
に

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。 

●
た
め
池
緊
急
点
検
調
査
事
業
の
調
査
結
果

を
来
年
度
の
施
策
や
予
算
に
十
分
反
映
さ

せ
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る

必
要
が
あ
る
。 

●
農
業
用
施
設
は
防
災
機
能
も
有
す
る
な
ど
、

公
共
性
が
高
い
た
め
、
受
益
者
と
公
費
の

負
担
割
合
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈地
産
地
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例

化
の
検
討
な
ど
 

補
正
予
算
三
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
生
活
安
全
施
設
緊
急
補
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
事
業
で
あ
る

趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
の
建
設
業
者
の
受

注
機
会
確
保
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
迅

速
な
発
注
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
の
み

で
な
く
、
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支

援
な
ど
、
県
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、
地
域
事
情
等

を
考
慮
し
、
県
民
の
声
を
反
映
し
た
事
業

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
の

協
議
状
況
、
労
務
単
価
の
あ
り
方

な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
県
立
学
校
の
耐
震
化
率
は
、
全
国
的
に
も

低
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
関
連
事
業

の
優
先
度
を
精
査
す
る
な
ど
、
耐
震
改
修

の
予
算
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急

性
や
使
用
頻
度
等
を
考
慮
し
た
耐
震
改
修

計
画
を
策
定
し
、
安
心
・
安
全
な
学
校
施

設
の
早
期
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
規
範
性
の
育
成

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、「
心
の

ノ
ー
ト
」
の
活
用
や
社
会
で
の
体
験
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
た
道
徳
教
育
の

一
層
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈定
時
制
・
通
信
制
課
程
併
置
校
の

整
備
計
画
な
ど
 

補
正
予
算
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
交
通
信
号
灯
器
用
電
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
は
、
交
通
事
故
の
抑
止
効
果
等
が
期

待
で
き
る
が
、
高
額
で
あ
る
た
め
、
契
約

の
競
争
性
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
中
国
市
場
に
お
け
る
県
内
企
業
の
販
路
開

拓
支
援
等
は
緊
急
に
対
処
す
べ
き
課
題
で

あ
り
、
中
国
経
済
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
中
小
・
零
細
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

短
期
の
雇
用
創
出
だ
け
で
は
な
く
、
企
業

の
真
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
対
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈捜
査
上
の
事
故
防
止
対
策
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈る
こと（会費などを、他の住民よりも多く支払
うことなども含みます）は、法律で禁止され
ています。また、有権者が寄附を求めること
も禁止されています。 
○違反して処罰されると、公民権停止の対象
となります。 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!


